
― ― 1

平成 16 年 10 月 28 日 

各 位 

 

会 社 名 株式会社スクウェア ・エニックス

代 表 者 名 代表取締役社長  和 田 洋 一

(コード番号 9684 東証第一部) 

問 合 せ 先 経 営 企 画 部 長  佐 々 木 通 博

(TEL. 03-5333-1555)

 

中間期および通期業績予想の修正に関するお知らせ 

 

平成 16 年 7 月 29 日に公表いたしました平成 17 年 3 月期（平成 16 年 4 月 1 日～平成 17 年 3 月

31 日）の中間期および通期の業績予想を下記のとおり修正いたしますのでお知らせいたします。 

 

記 

１．連結業績予想数値の修正 

(１) 平成 17 年 3 月期中間期 （平成 16 年 4 月 1日～平成 16 年 9 月 30 日） （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 中 間 純利益

前 回 発 表 予 想 ( A )
(平成 16 年 7 月 29 日公表)

24,200 3,800 2,000 

今 回 修 正 予 想 ( B ) 24,300 6,100 3,100 

増 減 額 ( B - A ) 100 2,300 1,100 

増 減 率 ( ％ ) 0.0 60.5 55.0 

( ご 参 考 ) 前 中 間 期 実 績
(平成 16 年 3 月期中間期) 

19,730 1,899 1,192 

 

(２) 平成 17 年 3 月期通期 （平成 16 年 4 月 1 日～平成 17 年 3 月 31 日） （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純利益

前 回 発 表 予 想 ( A )
(平成 16 年 7 月 29 日公表)

76,000 21,500 11,500 

今 回 修 正 予 想 ( B ) 73,000 25,000 13,500 

増 減 額 ( B - A ) △3,000 3,500 2,000 

増 減 率 ( ％ ) △3.9 16.2 17.3 

( ご 参 考 ) 前 期 実 績
(平成 16 年 3 月期) 

63,202 18,248 10,993 
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２．単体業績予想数値の修正 

(１) 平成 17 年 3 月期中間期 （平成 16 年 4 月 1日～平成 16 年 9 月 30 日） （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 中 間 純利益

前 回 発 表 予 想 ( A )
(平成 16 年 7 月 29 日公表)

19,700 3,600 2,000 

今 回 修 正 予 想 ( B ) 19,100 4,800 2,700 

増 減 額 ( B - A ) △600 1,200 700 

増 減 率 ( ％ ) △3.0 33.3 35.0 

( ご 参 考 ) 前 中 間 期 実 績
(平成 16 年 3 月期中間期) 

16,045 1,652 952 

 

(２) 平成 17 年 3 月期通期 （平成 16 年 4 月 1 日～平成 17 年 3 月 31 日） （単位：百万円） 

 売 上 高 経 常 利 益 当 期 純利益

前 回 発 表 予 想 ( A )
(平成 16 年 5 月 20 日公表)

67,000 21,300 12,400 

今 回 修 正 予 想 ( B ) 62,000 23,300 13,000 

増 減 額 ( B - A ) △5,000 2,000 600 

増 減 率 ( ％ ) △7.4 9.3 4.8 

( ご 参 考 ) 前 期 実 績
(平成 16 年 3 月期) 

51,429 15,618 9,342 

 
３.修正の理由 

(１) 平成 17 年 3 月期中間期 （平成 16 年 4 月 1 日～平成 16 年 9 月 30 日）について 

上期における発売商品構成に前回発表予想との差異が一部生じたことと、経費削減効果が奏功し、

利益率が高まったほか、ネットワーク関連事業、出版事業をはじめ好調に推移したことによる修正で

あります。 

(２) 平成 17 年 3 月期 （平成 16 年 4 月 1日～平成 17 年 3 月 31 日）について 

上期における増益要因に加え、下期においても開発効率の一層の向上を図る結果、前回発表予想

に比べ売上高の減少が見込まれる一方、利益率の増加が見込まれることによる修正であります。 

 

以    上 


